今後の「府民の声」のあり方について（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H24.10.22
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　府政情報室
(1)要望等様々な府民の声を「府民の声システム」に全部局が登録し、府政情報室において 一元的に管理。
(2)寄せられた声を基準（※フラグ立て）に基づき分類。
※　 ○ご意見の内容を業務改善・施策反映へつなげるよう検討するもの（青フラグ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　※参考（H23年度）
　　　 　　  　　   ○府の制度や考え方を説明するもの（赤フラグ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全件数　　　 14,060件　　1,172件/月　
○個別事案として所属が直接対応することが望ましいもの（黄フラグ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フラグ件数　 　 817件     　68件/月
○不正通報等事実関係を確認のうえ対応することが望ましいもの（紫フラグ）　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（内訳）  青フラグ　12件　　　　1件/月
　　　 　　    　　 ○トレンド分析などの資料とするもの（フラグなし）                                                          　　　　　　 赤フラフ332件　　　  28件/月
　        　　 (3)担当所属は、各所属ごとに決められた決裁を経たうえでフラグに応じた対応を実施。　　知事も情報を閲覧できる状態。　　 　　　 黄フラグ461件        38件/月
(4)寄せられた声はホームページを通じて、原則すべて公表。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 紫フラグ 12件         1件/月





現状























見直しの方向性

















課題

















■全庁的に統一されているルール（決裁ルート）での運用を周知徹底する


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次長会議等で周知）





　　⇒決裁権者は、事務決裁規程に基づく実施細目に定められているが、適正に運用されていない場合がある。各所属に規程どおりに方針決定を行うことを徹底させることで、「府民の声」をしっかり府政に活かせる仕組みを充実させる。


　　


　　 ⇒さらに、事務決裁規程にかかわらず、特に重要なもの等については、必要に応じて部長等に報告する仕組み等を再確認してもらう。


※府民文化部の部長等への報告の仕組み（参照：「府民の声への対応状況の部長・次長への報告について」）を、他部局にも情報提供











■各部からの回答の中に、事務的・形式的なものや、担当者レベルの判断による回答が見受けられる








　⇒業務改善ができないか等を組織的に検討し、所属長が方


　　針決定したうえで回答する体制にすることが必要





実施にあたっての問題点等

















■府民に信頼される府政運営を推進するためには、知事にも、「府民の声」の実情、トレンド等を知っておいていただくとともに、府の対応方針等も共有していだくことが必要








■「声」と「対応状況」が「知事」の目に触れる仕組みに変更する





　　 ⇒システム上は知事が閲覧できる状態となっているが、知事にも「声」や「対


　　　 応状況」を積極的に報告する仕組みを構築する。


※府に寄せられる声の数は膨大であることから、府の考え方等を示す必要があるものに限定して知事に報告する


　　








【報告内容】


　　 ・ 最近1週間に寄せられた府民の声


・ 府民へ回答（フラグに対する回答）した声を、1週間単位で知事に報告


（回答＋声）


　　　








〇既に申出者へ回答されているものを知事に報告するため、知事から指示があった場合は再回答をする等の新たな対応が必要になる。








〇秘書課との報告体制の調整











